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〇
介
護
保
険
関
連
事
業１

８
０
０
万
円

　
物
価
高
騰
等
に
よ
る
負
担
を
軽
減

し
、
介
護
保
険
関
連
事
業
の
継
続
を

図
る
た
め
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
ご
と
の

影
響
の
特
徴
は
。

答
弁
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
別
そ
れ

ぞ
れ
に
物
価
高
騰

等
の
影
響
は
生
じ

て
い
る
が
、
特
に

24
時
間
、３
６
５

日
の
対
応
が
必
要
な
入
所
系
施
設
が
大

き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
と
り
わ
け

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
定
員
の
多

い
大
規
模
施
設
は
影
響
の
規
模
、
範
囲

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
入
所
系
施
設
に
お
い
て
は
、

光
熱
費
や
食
材
費
な
ど
を
中
心
に
影
響

が
生
じ
て
お
り
、
通
所
系
事
業
所
に
お

い
て
は
光
熱
費
の
ほ
か
利
用
者
の
送
迎

用
車
両
の
ガ
ソ
リ
ン
代
に
つ
い
て
、
訪

問
系
事
業
所
に
お
い
て
は
職
員
の
利
用

者
宅
訪
問
等
に
使
用
す
る
車
両
の
ガ
ソ

リ
ン
代
を
中
心
に
、
影
響
が
出
て
い
る
。

静
岡
県
の
同
事
業
と
報
償
金
の

設
定
を
合
わ
せ
た
理
由
は
。

答
弁
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
、
国
際
情

勢
の
影
響
が
深
刻
化
す
る
中
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
経
営
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
市
民
の
安
全
、

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
の
事
業
継
続
の
た
め
の

支
援
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
即
効

性
の
あ
る
最
大
限
の
支
援
を
図
る
た
め
、

県
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
金
制
度
と
同
額
の
支
援
金

を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
県
に
準
じ
た
対
象
や
金
額
と

す
る
こ
と
で
、
業
務
多
忙
な
各
事
業
所

等
の
申
請
手
続
き
の
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

〇
中
学
校
費 

学
校
管
理
費 

修
繕
料

２
０
１
０
万
円

　
中
学
校
に
お
け
る
学
級
数
の
増
加

見
込
み
に
伴
う
改
修
や
、
不
登
校
支

援
室
の
新
設
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
修

繕
等
に
要
す
る
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
不
登
校
支
援
室
の
設
置
に
向
け

て
の
学
校
改
修
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

環
境
と
な
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
各
中
学
校
に
お
い

て
、
登
校
は
可
能
だ
が
自
分
の
学
級
に

入
れ
な
い
生
徒
に
対
し
、
使
用
し
て
い

な
い
教
室
な
ど
を
活
用
し
、
学
級
指
導

等
を
行
っ
て
き
た
。
特
別
な
設
備
が
な

い
中
で
対
応
し
て
い
た
が
、
改
修
に
よ

り
こ
れ
ら
の
教
室
の
環
境
改
善
を
図
る
。

　
具
体
的
に
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
、

部
屋
の
一
部
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
ソ

フ
ァ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
、
ま
た
生
徒

一
人
一
人
が
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
環

境
改
善
に
よ
り
、

支
援
室
が
心
を

落
ち
着
か
せ
て

過
ご
せ
る
居
場

所
と
な
る
よ
う
、

改
修
を
行
っ
て

い
く
。

質
疑
不
登
校
支
援
室
の
設
置
に
つ
い

て
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁
令
和
５
年
度
に
中
郷
西
中
、
北

上
中
、
山
田
中
の
３
校
に
お
い
て
不
登

校
支
援
室
の
改
修
を
行
い
、
そ
の
効
果

を
確
認
し
な
が
ら
、
順
次
全
中
学
校
で

の
改
修
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
１
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
11
月
定

例
会
最
終
日
に
福
祉
教
育
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
中
に
審
査
が
行
わ
れ
、
２
月
定

例
会
に
お
い
て
、
委
員
長
が
審
査
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

●
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
係
わ
る
負

担
軽
減
を
求
め
る
請
願

〇
省
エ
ネ
家
電
製
品
購
入
費
補
助
金

４
０
０
０
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る

家
計
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

三
島
市
内
の
電
気
店
な
ど
で
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
対
象
家
電
を
購
入
し
た

三
島
市
民
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。　
　

主
な
質
疑

質
疑
補
助
制
度
の
概
要
は
。

答
弁
家
電
の
電
気
使
用
量
上
位
４
品

目
で
あ
る
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
、
照
明
器
具
の
う
ち
、
一
定
の
省
エ

ネ
基
準
を
満
た
し
た
新
品
を
自
宅
に
お

い
て
使
用
す
る
た
め
に
、
三
島
市
内
の

店
舗
ま
た
は
事
業
所
で
購
入
し
た
人
に

対
し
、
１
世
帯
に
つ
き
１
回
、
最
大
２

品
目
ま
で
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
三
島
市
内

に
本
店
・
本
社
が
あ
る
市
内
の
店
舗
ま

た
は
事
業
所
に
お
い
て
購
入
し
た
場
合
、

補
助
率
は
購
入
費
の
25
％
、
補
助
額
上

限
を
品
目
ご
と
に
５
万
円
と
す
る
。

　
ま
た
、
市
外
に
本
店
・
本
社
が
あ
る

市
内
の
店
舗
ま
た
は
事
業
所
に
お
い
て

購
入
し
た
場
合
、
補
助
率
は
購
入
費
の

15
％
、
補
助
額
上
限
を
３
万
円
と
す
る
。

　
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
28

日
の
間
に
納
品
が
完
了
し
た
対
象
と
な

る
省
エ
ネ
家
電
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

12
月
12
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日
ま

で
の
申
請
受
付
を
予
定
し
て
い
る
。

質
疑
補
正
金
額
の
積
算
根
拠
と
周
知

方
法
は
。

答
弁
既
に
同
様
の
補
助
制
度
を
施
行

し
て
い
る
県
内
市
町
の
状
況
を
考
慮
し

算
定
し
た
。

　
三
島
市
の
申
請
件
数
を
全
体
で
千
件

と
想
定
し
、
そ
の
う
ち
三
島
市
内
に
本

店
・
本
社
が
あ
る
店
舗
ま
た
は
事
業
所

に
お
い
て
購
入
す
る
場
合
の
申
請
件
数

を
５
０
０
件
、
そ
れ
以
外
の
店
舗
ま
た

は
事
業
所
に
お
い
て
購
入
す
る
場
合
の

申
請
件
数
を
５
０
０
件
と
想
定
し
て
、

そ
れ
ら
に
品
目
ご
と
の
５
万
円
、
３
万

円
の
上
限
額
を
乗
じ
て
算
定
し
て
い
る
。

　
制
度
の
周
知
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
加
え
て
、
広
報
み
し
ま

と
併
せ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
ほ
か
、

三
島
市
内
の
家
電
量
販
店
や
、小
売
店・

電
気
工
事
店
で
も
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、

積
極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

検索三島市議会

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
一般会計予算を

増額補正

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
配
慮

令和４年
11月定例会
11月22日～12月８日

会期：17日間

■今回の議案は…

市長提出議案　11件
議会提出議案　１件

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

〈議第 69 号〉
【令和４年度三島市一般会計補正予
算 (第 5号 )】（全会一致）
■補正予算額　
　3億 3,138 万 3,000 円

〈請願第１号〉
難聴者の補聴器購入に係わる負担軽
減を求める請願

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

❖
人
事
案
件
に
同
意

【
三
島
市
外
４
組
合
公
平
委
員
会
委
員
】

橋は
し
も
と本 

裕ひ
ろ
子こ

氏

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
請願第１号

請
願
の
審
査

〈その他、歳出補正予算の主な内容〉
●職員構成の変動など決算見込みによる	
　人件費	 △ 1億 3,169 万 6,000 円
●エネルギー価格高騰に伴う光熱水費
	 	 2 億 1,299 万円
●子育て世帯物価高騰特別給付金給付事業
	 	 １億 7,984 万円
●児童保育事業	 2,779 万 6,000 万円　
●市道維持修繕事業	 4,000 万円 補助金の交付

対象となる
省エネ家電を購入し
申請すると…

質
疑

答
弁
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　市議会議員が市に対して質問を行い、適切な市政運営を進めて
いるか、チェックや提案をするものです。
　15人の議員による質問が行われ、活発な議論が展開されました。

一般質問
とは…

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
拡
散
の
仕
組
み
づ
く
り
の
ほ

か
、
関
連
団
体
を
交
え
た
多
文
化
共
生
推
進
連
絡
会
に
て
出

さ
れ
た
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
ゴ
ミ
の
出
し

方
講
座
、
交
通
安
全
講
座
等

体
験
型
の
各
種
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
地
域
住
民
と
の
交
流
や
地

域
社
会
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

期
待
さ
れ
る
三
島
駅
南
口
東
街
区
へ
の
取
り
組
み

 

広
域
健
康
医
療
拠
点
と
し
て
市
民
の
関
心
も
高
い
が
、

具
体
的
な
医
療
的
導
入
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し   

て
い
る
か
。

 

市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
三
島
駅
南
口

東
街
区
再
開
発
事
業
は
広
域
健
康
医
療
拠
点
と
し
て
、
複
合

的
な
機
能
の
集
積
に
よ
る
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点

と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
医
療
機
能
は
三
島
市

医
師
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
充

実
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

外
国
人
労
働
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

 

人
口
減
少
が
進
み
外
国
人
労
働
者
へ
の
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
特
に
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
と

地
域
社
会
と
の
連
携
が
図
れ
な
い
か
。

 

周
囲
の
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を

聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

講
座
を
、
教
員
、
発
達
支
援
に
関
わ
る
職
員
、
市
の
職
員
、

民
生
児
童
委
員
や
保
健
委
員
、
自
治
会
等
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
企
業
や
地
域
の
居
場
所
な
ど
で
も
、
見
守
り
を
担
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
肥
満
と
思
春
期
早
発
症
の
現
状

 

思
春
期
早
発
症
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣
が
影
響
す
る
と

い
わ
れ
、
保
護
者
の
あ
い
だ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

有
機
野
菜
に
親
し
む
次
世
代
向
け
啓
発
の
可
能
性

 

学
校
で
は
、
発
育
測
定
の
結
果
を
も
と
に
、
気
に
な
る

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、内
科
検
診
の
際
に
学
校
医
に
相
談
し
、

そ
の
診
断
に
お
い
て
、
思
春
期
の

成
長
開
始
時
期
が
早
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
保
護
者
に
お
便
り

を
出
し
、
適
切
な
受
診
と
治
療
に

つ
な
げ
て
い
る
。

自
殺
防
止
に
地
域
の
力
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

 

自
殺
防
止
に
は
大
人
向
け
・
子
供
向
け
・
男
性
向
け
・

女
性
向
け
な
ど
細
分
化
の
取
り
組
み
が
前
提
と
考
え
る
が
、

地
域
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

11月定例会　議決結果

議案番号 件名 結果
議第69号 令和４年度三島市一般会計補正予算（第５号） 可決
議第70号 令和４年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第71号 令和４年度三島市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第72号 令和４年度三島市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決
議第73号 令和４年度三島市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
議第74号 令和４年度三島市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議第75号 公の施設の指定管理者の指定について（三島市北上高齢者すこやかセンター） 可決
議第76号 公の施設の指定管理者の指定について（三島市老人福祉センター） 可決
議第77号 三島市職員の退職手当支給に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第78号 三島市手数料条例の一部を改正する条例 可決
議第79号 三島市外４組合公平委員会委員の選任について 同意
請願第1号 難聴者の補聴器購入に係わる負担軽減を求める請願 継続審査

＜全会一致となった議案＞

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

※全ての議案が全会一致となりました。

こちらからアクセス
いただけます

過去の本会議や委員会の会議内容が読める

会議録検索システムをご利用ください
トップページの右上にある検索ボタンをクリックします。１

閲覧したい発言を選択すると、該当キーワードを含む発言の全文が表示されます。
前後の発言も表示されるので、それらも併せてご覧いただけます。３

検索時に指定したキーワードが
マーカーで表示されます。

キーワードや議員名、開催年等を指定して
検索ボタンをクリックします。２ 下部に検索結果が開催年ごとに表示される

ので、閲覧したい発言を選択します。
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授
乳
や
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
は

三
島
市
独
自
の
事
業
と
し
て
事
業
者
の
ご
協
力
に
よ
り
設
置

を
進
め
て
い
る
。
公
的
機
関

に
設
置
す
る
あ
か
ち
ゃ
ん
の

へ
や
の
衛
生
環
境
改
善
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
本
館
1
階

フ
ロ
ア
に
あ
る
多
目
的
ト
イ

レ
か
ら
独
立
し
た
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
つ
い
て
、
前
向
き

に
検
討
を
し
て
い
る
。

 

令
和
４
年
度
中
に
、
環
境
や
交
通
な
ど

を
担
当
す
る
部
署
が
横
断
的
に
連
携
し
て

取
り
組
む「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
部
会
」を

構
築
し
、
令
和
５
年
度
は
、
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

や 

ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
実
施
し
て
市
民
と
の
意
見

交
流
の
場
を
創
出
し
、
市
民
が
幸
せ
に
な
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。

子
育
て
世
帯
の
孤
立
防
止
の
支
援
策

 

あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
の
設
置
に
つ
い
て
、
拡
充
と
と
も

に
衛
生
面
を
考
慮
し
て
市
役
所
本
館
等
の
多
目
的
ト
イ
レ
か

ら
独
立
し
た
設
置
に
で
き
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
い
じ
め
・
不
登
校
問
題

 

外
国
人
が
住
民
登
録
を
し
た
際
に
、
就
学
希
望
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
教
育
課
へ
案
内
し
、
学
習
状
況
や
日

本
語
の
理
解
度
、
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
希
望
、
家
庭
状
況

な
ど
を
個
別
に
聞
き
取
り
、
就
学
予
定
校
へ
伝
え
る
と
と
も

に
必
要
な
配
慮
を
す
る
よ
う
依
頼
し
、
学
校
と
の
橋
渡
し
を

行
っ
て
い
る
。

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支
援
の
充
実

 

外
国
人
が
住
民
登
録
に
訪
れ
た
際
の
就
学
案
内
な
ど
、

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
の
就
学
機
会
の
促
進
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

市
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
新
体
制
の
構
築

 

実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
が
必
要
。
市
民
合

意
を
得
る
べ
く
、
職
員
に
加
え
専
門
家
や
市
民
が
集
ま
り
、

考
え
る
場
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

 

今
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
県
の
調
査
で
設
置
す
る
ひ
ず
み

計
の
観
測
デ
ー
タ
、
ボ
ー
リ
ン
グ

孔
の
変
位
な
ど
に
よ
り
、
万
が
一
、

盛
り
土
が
危
険
な
状
態
で
あ
る
場

合
に
は
、
県
の
調
査
結
果
を
待
た

ず
に
、
応
急
対
策
を
県
と
協
議
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
へ
の
注

意
喚
起
を
し
て
い
く
。

三
島
市
沢
地
の
違
法
盛
り
土
の
危
険
性（
再
質
問
）

 
県
の
調
査
結
果
は
令
和
５
年
度
中
に
出
る
と
い
う
が
、

そ
の
間
、
盛
り
土
崩
壊
の
予
兆
を
感
知
し
、
避
難
誘
導
等
に

つ
な
げ
、
災
害
を
防
げ
る
対
策
は
何
か
な
い
の
か
。

粗
大
ご
み
持
ち
込
み
の
際
の
待
ち
時
間
短
縮
を

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
粗
大
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
、
混
雑

時
は
相
当
の
待
ち
時
間
が
発
生
し
て
い
る
。
予
約
制
に
し
て

待
ち
時
間
解
消
が
図
れ
な
い
か
。

 

予
約
制
に
つ
い
て
は
、
待
ち
時
間
の
解
消
に
大
変
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
予
約
制
開
始
の
周

知
や
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
既
に
実
施
し
て
い
る

県
内
他
市
町
を
参
考
に
、
毎
月
第

１
日
曜
日
の
粗
大
ご
み
受
入
日
の

予
約
制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

 

事
業
効
果
を
早
期
発
現
す
る
た
め
、
令
和
5
年
度
末
ま

で
に
西
側
の
2
車
線
で
暫
定
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。
な
お
、
当
該
工
区
の
完
成
は
、
令
和
7
年
度
を

目
途
と
し
て
い
る
が
、
次
期
工
区
で
あ
る
徳
倉
第
2
工
区
が

供
用
開
始
す
る
ま
で
は
、
2
車
線
で
の
供
用
と
な
る
予
定
で

あ
る
。

谷
田
幸
原
線
徳
倉
工
区
の
供
用
開
始
は

 

谷
田
幸
原
線
徳
倉
工
区
の
壱
町
田
交
差
点
か
ら
市
道
幸

原
富
士
ビ
レ
ッ
ジ
線
ま
で
の
早
期
の
供
用
開
始
を
求
め
る
が

い
つ
に
な
る
か
。

村
田
　
耕
一

（
公
明
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
で
の
権
利
変
換

計
画
へ
の
同
意

 

市
有
地
の
従
前
資
産
額
に
何
重
に
も
疑
念
が
残
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
市
は
同
意
前
に
従
前
資
産
額
の
検
証
と
市
民
に

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
は
。

箱
根
の
自
然
を
大
切
に
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

 

事
業
協
力
者
募
集
時
の
従
前
資
産
額
は
専
門
家
の
意
見

を
踏
ま
え
設
定
し
て
お
り
、
今
後
、

市
で
も
独
自
に
検
証
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
市
民
に
は
、
権

利
変
換
を
含
め
事
業
の
進
捗
状
況

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
権
利

変
換
計
画
の
同
意
の
前
に
は
市
民

の
代
表
で
あ
る
市
議
会
へ
の
説
明

を
予
定
し
て
い
る
。

 

教
育
委
員
会
や
学
校
で
は
通
学
か
ば
ん
の
購
入
に
関
す

る
案
内
を
し
て
い
な
い
が
、
新
１
年
生
の
保
護
者
向
け
に
実

施
し
て
い
る
入
学
説
明
会
に
お
い
て
、
登
下
校
中
の
児
童
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
児
童
が
背
負
え
る
も
の
で
、
両

手
の
空
く
も
の
が
よ
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
丁
寧

に
伝
え
て
い
く
。

市
内
小
学
校
に
お
け
る
通
学
用
か
ば
ん
に
つ
い
て

 

ラ
ン
ド
セ
ル
に
限
ら
ず
軽
量
で
安
価
な
通
学
用
か
ば
ん

の
使
用
を
児
童
・
保
護
者
が
選
択
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

教
育
委
員
会
や
学
校
が
で
き
る
方
策
を
伺
う
。

向
山
古
墳
群
の
国
史
跡
指
定
へ
の
整
備
進
捗
状
況

 

向
山
古
墳
群
の
国
史
跡
指
定
へ
向
け
た
整
備
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
発
掘
調
査
の
実

施
や
市
教
育
委
員
会
の
開
催
に

影
響
が
出
て
遅
延
が
生
じ
て
い

る
。
一
方
、
古
墳
群
に
関
す
る

講
演
会
の
開
催
、
小
学
校
へ
の

出
張
授
業
で
古
墳
の
話
を
す
る

等
、
市
民
へ
の
啓
発
を
地
道
に

図
り
、
国
史
跡
指
定
へ
の
準
備

を
着
実
に
進
め
て
い
る
。

 

令
和
２
年
度
か
ら
両
公
民
館
に
分
室
を
設
置
し
、
相
談

者
に
身
近
な
場
所
で
相
談
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
こ

れ
ま
で
友
達
の
目
が
気
に
な
り
、
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
児

童
生
徒
が
、
訪
問
相
談
の
開
始
に
よ
り
相
談
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
支
援
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

青
少
年
相
談
室
・
ふ
れ
あ
い
教
室
の
活
動
状
況

 

北
上
公
民
館
、
中
郷
公
民
館
で
の
訪
問
相
談
の
実
態
、

現
状
、
効
果
を
伺
う
。 古

長
谷
　
稔

（
無
会
派
）

 

こ
の
よ
う
な
新
た
な
事
業
の

開
始
に
向
け
て
、
製
作
工
程
の
確

立
、
大
き
さ
や
形
の
決
定
な
ど

様
々
な
調
整
に
時
間
を
要
す
る
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
執

行
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
安
定
的

な
製
作
費
用
の
確
保
も
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
譲
与
額
の
増
額
が
見

込
ま
れ
る
令
和
6
年
度
に
向
け
て
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

 

令
和
5
年
度
か
ら
中
学
校
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の
不
登

校
支
援
室
を
、
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
や
す
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
の
考
え
方
を
伺
う
。

 

生
徒
一
人
一
人
が
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
り
、
気
軽
に
座
れ
る
ソ
フ
ァ
ー
を
置
い

た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
が
心
を
落
ち
着
か
せ
て
過
ご
せ
る
場

所
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。
そ
の
中
で
、
生
徒
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

箱
根
の
木
を
使
っ
た
積
み
木
づ
く
り

 

箱
根
の
木
を
間
伐
し
大
切
に
使
っ
て
い
く
ア
イ
デ
ア
が

必
要
。
箱
根
の
木
で
積
み
木
を
作
り
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
贈
る
の
は
ど
う
か
伺
う
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

杉
澤
　
正
人

（
無
会
派
）

土
屋
　
利
絵

（
改
革
み
し
ま
）

※１アイデアソンとは…アイデアを出
し合い、新たな発想を創出する取
り組み。

※２ハッカソンとは…ソフトウエア開
発の関係者が集まり、短時間で集
中的に開発作業を行うイベント。

※１

※2
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石
井
　
真
人

（
改
革
み
し
ま
）

宮
下
　
知
朗

（
新
未
来
21
）

 

三
島
駅
北
口
自
転
車
等
駐
車

場
は
午
前
６
時
か
ら
午
後
12
時
ま

で
入
出
庫
可
能
で
あ
る
が
、
東
海

道
線
の
運
行
は
午
前
５
時
台
か
ら

あ
る
た
め
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
通
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
、
入
出
庫
が
可
能

な
時
間
の
変
更
を
検
討
し
て
い
く
。

北
口
自
転
車
等
駐
車
場
の
入
出
場
時
間
見
直
し
を

 

三
島
駅
北
口
自
転
車
等
駐
車
場
に
つ
い
て
、
午
前
5
時

台
の
東
海
道
線
を
利
用
す
る
人
も
利
用
で
き
る
よ
う
入
出
場

時
間
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備

 

学
校
施
設
へ
の
複
合
化
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
環
境
の

確
保
お
よ
び
児
童
生
徒
や
利
用
者
の
安
全
安
心
の
確
保
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域
学
校
協
働
本
部
を
は
じ
め

と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
支
え
る
各
組
織
が
連
携
し
て
議

論
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

地
域
学
校
協
働
本
部
の
市
民・団
体
と
の
連
携
強
化

 

公
共
施
設
の
複
合
化
の
動
き
を
見
据
え
、
各
施
設
を
拠

点
に
活
動
す
る
市
民
・
団
体
等
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の
活

動
と
の
連
携
を
模
索
で
き
な
い
か
。

 

第
３
次
三
島
市
環
境
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ス
マ
ー
ト
ム
ー

ブ
・
緑
化
の
推
進
、
河
川
・
水
資
源
の

保
全
等
の
取
り
組
み
を
順
次
実
施
し
、

緑
豊
か
な
環
境
負
荷
の
少
な
い
、安
全・

安
心
で
持
続
可
能
な
環
境
グ
リ
ー
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
子
ど
も
子
育
て
政
策

 

子
ど
も
子
育
て
政
策
を
ど
真
ん
中
に
置
く
た
め
に
、
出

生
数
の
減
少
の
要
因
な
ど
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
民

間
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
頂
い
て
は
ど
う
か
。

地
域
再
生
の
主
体
は
民
間
活
用
に
あ
る
こ
と

 

本
市
で
は
重
要
施
策
の
一
つ
に
子
育
て
支
援
を
掲
げ
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
施
策
立
案
に

は
行
政
や
地
方
の
く
く
り
を
越
え
た
よ
り
広
い
視
点
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
島
市
共
創
指
針
に
基
づ
き
、
課
題
解

決
に
向
け
た
民
間
と
の
共
創
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

三
島
市
が
進
め
る
取
り
組
み
の
戦
略
性
を
高
め
る

 

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、
自
転
車

や
電
気
・
水
素
を
活
用
し
た
交
通
機
関
な
ど
環
境
グ
リ
ー
ン

シ
テ
ィ
を
目
指
す
こ
と
へ
の
見
解
は
。

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
生

涯
学
習
の
振
興
と
い
う
事
業
目
的
と
、
公
共
性
を
重
視
し
た

基
準
と
な
っ
て
い
る
。
条
例
施
行
規
則
に
て
、
市
が
主
催
ま

た
は
共
催
す
る
場
合
は
全
額
減
免
、
公
共
団
体
等
が
生
涯
学

習
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
半
額
減
免
と
す
る
取
り
扱
い
を

定
め
運
用
し
て
い
る
。

三
嶋
大
祭
り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
た
め
に

 

文
化
芸
術
継
承
の
観
点
か
ら
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
三

嶋
大
祭
り
に
お
け
る
し
ゃ
ぎ
り
お
よ
び
当
番
町
制
度
の
存
続

継
承
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

 

当
番
町
以
外
の
地
区
の
自
治

会
・
町
内
会
や
、
地
域
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
人
員
の
確

保
、
中
高
生
を
含
め
た
演
者
の
育

成
等
、
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
三
嶋
大

祭
り
山
車
委
員
会
に
お
い
て
情
報

共
有
を
図
り
、
当
番
町
制
度
の
存

続
を
支
援
す
る
。

市
民
力
を
生
か
し
た
文
化
芸
術
の
街
づ
く
り

 

市
内
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
展
示
施
設
も
開
催
頻
度
も

少
な
い
。
市
民
目
線
に
立
ち
、
開
催
場
所
確
保
の
た
め
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
減
免
が
で
き
な
い
か
。

未
来
に
繋
が
る
大
場
・
函
南
IC
周
辺
土
地
開
発
事
業

 

現
在
実
施
し
て
い
る
地
権
者
へ
の
個
別
面
談
で
高
い
同

意
率
を
得
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
本
事
業
の
今
後
の
プ
ロ

セ
ス
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

町
内
会
別
で
違
う
三
島
市
の
公
園
管
理
の
考
え
方

 

令
和
５
年
３
月
末
頃
を
目
途
に
地
元
に
お
い
て
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
準
備
組
合
を
設
立
し
、
令
和
５
年
度
中
に

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
民
間
企
業
の
選
定
が
考
え
ら
れ

る
。
市
で
は
、
令
和
７
年
度
の
市
街
化
編
入
に
向
け
都
市
計

画
手
続
等
を
進
め
、
地
元
を
全
面
的
に
支
援
し
、
早
期
事
業

化
を
目
指
し
て
い
く
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
18
歳
以
上
を

対
象
に
令
和
３
年
５
月
に
高
齢
者
か

ら
始
め
、
４
年
４
月
に
12
歳
以
上
、

５
月
に
５
歳
以
上
、
11
月
に
生
後
6

か
月
か
ら
の
接
種
を
開
始
し
た
。
12

月
に
は
病
院
の
協
力
を
得
て
12
歳
か

ら
17
歳
の
予
約
枠
を
増
や
し
て
対
応
し
た
。
な
お
、
使
用
期

限
切
れ
に
よ
る
廃
棄
は
９
３
８
バ
イ
ア
ル
で
あ
る
。

受
験
生
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
対
応

 
自
治
体
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
年
齢
別
の
対
応
や
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
の
状
況
な

ど
、
三
島
市
の
現
状
と
経
緯
を
伺
う
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
関
す
る
考
え
方

 

物
価
高
騰
に
伴
う
費
用
便
益
比
の
変
動
と
実
施
設
計
後

の
工
事
費
の
見
通
し
に
つ
い
て
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

豊
岡
市
政
の
こ
れ
ま
で
12
年
間
の
実
績
と
評
価

 

事
業
採
算
性
を
踏
ま
え
、
※
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式

に
よ
り
施
工
計
画
の
効
率
化
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
工
事
費
が
増
加
し
た
場
合
の
費
用
便

益
比
の
変
動
に
つ
い
て
一
概
に
は
言
え
な
い

が
、
費
用
便
益
比
だ
け
で
な
く
、
市
の
持
続
的

な
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

平
成
15
年
以
降
の
協
議
で
、
唯

一
可
能
性
の
あ
る
ル
ー
ト
と
し
て
、

既
存
の
引
込
線
を
活
用
し
た
案
を

検
討
し
た
が
、
整
備
効
果
が
見
込
め

ず
白
紙
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な

整
備
計
画
案
が
な
い
現
状
で
は
明
確

な
財
政
負
担
を
示
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
整
備
に
伴
う
市
の
負
担
は
巨
額
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

三
島
駅
南
北
自
由
通
路
の
今
後
の
方
針

 

三
島
市
民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
る
三
島
駅
南
北
自
由
通

路
の
今
後
の
方
針
と
財
政
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

中
村
　
　
仁

（
緑
水
会
）

堀
江
　
和
雄

（
公
明
）

藤
江
　
康
儀

（
改
革
み
し
ま
）

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
岡
田
順
二
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
議
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
事
例
を
交
え
た
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
活
か
し
、
今
後
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
三
島
市
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
15

日
～
12
月
31
日
ま
で

実
施
さ
れ
た
年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動

に
伴
い
、
三
島
市
役

所
本
館
前
道
路
に

て
、
議
員
が
啓
発
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
初
日

一
斉
街
頭
広
報
を
開
催
し
ま
し
た

※ＥＣＩ方式とは…プロジェクト
の設計段階から施工者の技術
力を設計内容に反映させ、コス
ト縮減や工期短縮を目的とす
る契約方式。
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こちらが傍聴席です。
数に限りがあるため、先着順となります。

５

豊
岡
市
長
３
期
12
年
の
総
括
と
今
後

 

こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
の
市
政
が
、
ど
の
よ
う
に
三
島

市
の
持
続
的
発
展
を
支
え
、
幸
せ
な
暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
か
。

学
校
の
環
境
整
備

 

健
康
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
緑
や
花
が

あ
ふ
れ
る
美
し
く
品
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援

や
地
域
の
き
ず
な
づ
く
り
を
進
め
た
結
果
、
観
光
交
流
客
数

の
増
加
や
好
調
な
企
業
誘
致
、
高
い
地
価
や
住
み
や
す
さ
の

高
評
価
に
つ
な
が
り
、
市
民
意
識
調
査
で
も
非
常
に
高
い
市

へ
の
愛
着
率
を
維
持
し
て
い
る
。

 

平
成
24
年
３
月
の
三
島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
以
降
、
事
業
関
係
者
の
理
解
を

い
た
だ
く
中
で
事
業
を
進
め
、
令

和
４
年
５
月
に
組
合
設
立
が
認
可

さ
れ
た
。
残
る
権
利
変
換
計
画
の

認
可
が
最
後
の
山
場
で
あ
り
、
事

業
関
係
者
の
力
を
合
わ
せ
、
何
と

し
て
も
完
遂
さ
せ
る
と
の
決
意
で

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
は
、
三
島
市
に
と
っ

て
重
要
な
事
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
取

り
組
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

民
間
の
調
査
に
よ
る
と
、自
転
車
保
険
の
加
入
状
況
は
、

義
務
化
地
域
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
の
加
入
率
が
高
い
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
県
条
例
で
義

務
化
し
て
い
る
こ
と
を
広
報
み
し

ま
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
周
知
す

る
と
と
も
に
、
自
転
車
教
室
等
に

お
い
て
、
継
続
し
て
啓
発
し
て
い

く
。

自
転
車
利
用
者
に
義
務
化
さ
れ
た
保
険
加
入
推
進
を

 

県
条
例
で
義
務
化
さ
れ
た
自
転
車
保
険
加
入
に
つ
い

て
、市
の
自
転
車
安
全
利
用
五
則
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

保
険
加
入
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

 

地
域
住
民
の
方
が
不
安
に
感
じ
る
災
害
対
策
に
関
し
て

は
、
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
、
新
規

最
終
処
分
場
実
施
設
計
を
作
成
し
て
い
く
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
住
民
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
地
域
住

民
の
方
へ
の
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

新
規
最
終
処
分
場
建
設
に
あ
た
っ
て
の
住
民
へ
の
対
応

 

市
が
建
設
を
目
指
す
新
規
最
終
処
分
場
第
4
埋
め
立
て

地
に
関
わ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

傍聴席のご案内
　本会議では、市民の皆さまの生活に関わる大切なことについて、議員が一般質問や議案質疑を行い、慎重
に審議（審査）しています。
　次回の２月定例会は、２月14日(火)から開会の予定です。ぜひ傍聴にお越しください。
　なお、本会議は市議会ホームページからインターネット中継でもご覧いただけます。インターネット中継
では、字幕配信を行っておりますので、ぜひご活用ください。

市役所駐車場南側にある「傍聴席・第２会議室入口」から入ります。

１

傍聴席は
32席あります。

正面の階段を３階まで上ってください。

２

３階まで上ると、傍聴席入口の扉があります。検温とアルコール消
毒をして、入室してください。受付は必要ありません。新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用にご協力ください。

３

入って左側に会議資料が置いて
あります。
ご自由にお持ちください。

４

3. 発言2. 撮影・録音1. 携帯電話の使用

6. 帽子・マフラー
等の着用

5. 拍手4. 飲食
（水分補給を除く）

下記の事項はご遠慮ください
ス
マ
ホ
で
も
！ 

パ
ソ
コ
ン
で
も
！

マスク着用にご協力ください。

三
島
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
下

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
議
会
中
継

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

１
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
り
た
い

日
程
を
選
択
し
ま
す
。

２
動
画
画
面
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
中
継
映
像
ま

た
は
録
画
映
像
が
再
生
さ
れ
ま
す
。

３

※後日配信の録画映像には字幕は
付与されません。

生中継に限り、画面
下部に字幕が配信さ
れます。

録画映像の場合は、
映像を 10 秒ずつ戻
すことができます。

議
会
中
継
を

見
て
み
よ
う
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ダイバーシティ推進検討特別委員会
　三島市議会では、多様な人材が議員として議会活動を円滑に行うことができるよう、必要な条件および配慮等
について検討するために、ダイバーシティ推進検討特別委員会を設置し、18の項目について調査・検討を行っ
てきました。
　令和4年11月定例会において委員長報告を行い、採決の結果、委員長報告のとおり承認されました。これらの
検討結果を踏まえ、今後も引き続き、多様な人材が議員として活動するための環境整備に向けた取り組みを進め
ていきます。

令和４年度
議会報告会を開催しました

　三島市議会は、令和４年 11 月に市民や関係団体の皆さまと会場で直接意見交換を行う形式での議会報告
会を行いました。
　また、昨年度に引き続き、YouTube( 三島市議会公式チャンネル ) での動画配信と電子申請での意見聴取
を行う Web 報告会も実施しました。　
　ご参加いただき、ご意見・ご感想をお寄せくださった皆さま、ありがとうございました。なお、いただいた
ご意見・ご要望の中で特に重要なものについては、常任委員会での調査や市当局への対応を依頼する予定です。

調査結果報告

調査報告書は
こちらから▼

委員長報告は
こちらから▼委員長：鈴木　文子　　副委員長：甲斐　幸博

委　員：野村　諒子　　大石　一太郎
　　　　石井　真人　　岡田　美喜子　　河野　月江

検討経過

時期 検討経過
令和３年９月30日 全議員発議によりダイバーシティ推進検討特別委員会を設置

第1回特別委員会を開催し、正副委員長を互選

令和３年11・12月 第 2回・第3回特別委員会を開催し、基本的な論点を確認、検討事項等を協議

令和４年２月2日 全議員を対象とした議員研修会をＺｏｏｍによるオンライン方式で開催　
講　師：上智大学法学部教授　三浦まり氏
テーマ：政治分野における男女共同参画推進法をどう活かすか？　

令和４年4～ 10月 第 4回～第10回特別委員会を開催し、個別の検討事項等について協議

令和４年11月 全議員説明会を開催し、報告書案についての説明を実施

第11回特別委員会を開催し、報告書案を決定

11月定例会最終日で委員長が特別委員会での検討結果を報告

詳しい検討内容については、ホームページに掲載している、調査報告書をご覧ください。
下記 QR コードからもご確認いただけます。18の検討事項

本会議及び委員会への
出席のあり方１ ７ バリアフリートイレ(多目的トイレ)

の整備及び利用に関する配慮13
議員説明会及び研修会
等への出席のあり方２ 電子音声等による発言

及び入力時間への配慮８ 敬称の選択及びあり方14
各種会議出席中の
子どもの居場所等３ 文書質問制度の導入

及び運用方法９ 通称及び旧姓の使用15

議席までの導線確保４ 行政視察への参加の
あり方10 ハラスメントに関する

相談窓口の設置16
壇上及び質問席等での
発言のあり方５ 行政視察への子ども

又は介助者の帯同11 ハラスメントの防止に
向けた研修等の開催17

議会基本条例の一部改正18

音声文字変換機器の使用
及び処理速度への配慮

12 議員報酬等の特例に関す
る条例における支給割合６ 起立及び挙手による採決への

対応（投票への対応を含む）

　
三
島
市
役
所
新
庁
舎
建
設

に
向
け
て
の
経
過
や
こ
れ
ま

で
に
市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
場
所
や
規
模
、
導
入
機
能

等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
考
え

ら
れ
る
中
で
、
今
後
の
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

総 

務 

委 

員 

会

11/7
（月）

　

三
島
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
各
常
任
委
員
会

の
説
明
動
画
と
資
料
の
リ

ン
ク
を
公
開
し
、

電
子
申
請
に
て
ご

質
問
・
ご
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
報
告
動
画
を
配
信

動 

画 

配 

信

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り

得
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
今
後
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
過
ご
す
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
、

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

福 

祉 

教 

育 

委 

員 

会
11/12
（土）

　
三
島
市
が
取
り
組
む
「
ま
ち

な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計

画
」
を
中
心
に
、
三
島
市
の
中

心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　
他
市
の
事
例
を
紹
介
し
、
三

島
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
や
、
三
島
市
の
強
み
・

魅
力
と
は
な
に
か
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
伺
い
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

経 

済 

建 

設 
委 
員 
会

11/12
（土）

意見受付
11/15（火）～
12/8（木）
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視察報告

３・４日	 総務委員会行政視察	
		5 日	 各派代表者会議	
12～14日
	 	経済建設委員会行政視察
13・14日
	 	福祉教育委員会行政視察
18日	 各派代表者会議	
20 日	 ダイバーシティ推進検討特別委員会	
21 日	 議会報告会運営会議	
31 日	 議会報告会運営会議

		１日	 議会報告会
	 （生涯学習センター・市役所本館）	
		２日	 各派代表者会議、
	 	全議員説明会	
		４日	 議員研修会	
		７日	 議会報告会（市役所本館）
		8 日	 全議員説明会
	 東部地区６市４町議会議長連絡会	
10 日　議会報告会（市役所本館）	
12 日	 議会報告会
	 （防災研修室・生涯学習センター）	
15 日　各派代表者会議、
	 	議会運営委員会、
	 	ダイバーシティ推進検討特別委員会		
22日～12月８日　11月定例会	
22 日	 各派代表者会議、
	 	本会議（議案審議）、
	 	議会だより編集委員会	
30 日	 一般質問

１・２・５日　一般質問	
１日	 各派代表者会議、
	 	議会運営委員会	
８日	 本会議（議案審議）、
	 	各派代表者会議、
	 	議会だより編集委員会	
15 日	 年末の交通安全県民運動街頭啓発	
22 日	 議会報告会運営会議

月11

月12

月10 先進地に学ぶ三島市が抱えるさまざまな課題を
調査するため、委員会で先進地を
訪問し、視察研修を行いました。

新庁舎建設 －愛知県あま市－

　海抜０m 前後の平坦な低地が広がり、巨大地震が発生
した場合は津波等により被害を受ける可能性が高いため、
新庁舎敷地の嵩上げや液状化に備えた地盤改良の工夫が
されている。地下水位が比較的高い特性を活かし、地下
水利用による空調システム導入の仕組みが特徴的である。
議場については多目的に利活用できるフラットな床面で、
議場卓はすべて可動式であり、定数変更等によるレイアウ
ト変更へも対応可能となっている。

新庁舎建設 －静岡県島田市－

　ユニバーサルデザインを取り入れ、事務机は可動式と
し、パーソナルロッカーを採用するなど、将来の働き方
の変化に柔軟に対応できるような工夫がされている。島
田特有の西風を利用した自然換気を行い、春秋の冷暖房
の削減を図っている。多目的トイレのほか、親子トイレ
や男女共用トイレなど、誰もが自分に合ったトイレを選
択でき、性の多様性への配慮が感じられる。

総務委員会 10/3・4

壁面の窓から風を取り込む仕組みが面白い。大
きな吹き抜けから外光を取り入れる工夫、地下
に雨水利用のピットを備えるなど、環境への配
慮がうかがえる。地元の工業高校作成の新庁舎
模型が素晴らしかった。

地中熱利用の熱交換システムや、太陽光発電
システムの利用、雑用水の備蓄等による災害
時における給排水機能の確保など、防災拠点
としても有効的であると感じました。

地域部活動推進事業 －埼玉県白岡市－

　教員の負担軽減などを目指し、学校の部活動の指導を
外部の人材に委ねる地域部活動を、令和３年１１月から市
内の４校の中学校で始めている。地域部活動移行へのメ
リット・デメリットなどに関する見解や、生徒、保護者お
よび教職員を対象とした実態調査アンケートの概要結果に
基づく成果と今後の課題等、情報共有をした。

不登校特例校 －東京都八王子市－

　病気や経済的な理由を除いた、何らかの心理的、情緒的、
身体的あるいは社会的要因などにより、登校しないまたは
登校したくてもできない児童・生徒のために設立され、令
和４年度で 19 年目を迎えた。学習指導要領に定められた
内容を基本としつつも、児童・生徒の一人ひとりの実態に
即し、柔軟な教育課程を小・中学部で編成し教育活動を
推進しながら、明るく暖かく通いたくなる学校を目指して
いる。

認知症対策 －神奈川県大和市－

　平成 28 年４月に認知症に特化した業務を行う「人生
100 年推進課認知症施策推進係」を新設し、同年９月に「認
知症１万人時代に備えるまち やまと」宣言を行った。また、
令和３年９月には「大和市認知症１万人時代条例」を施行
し、誰もが認知症の人に関わり、住み慣れた地域で自分ら
しく安心して暮らし続けられるよう施策を推進している。

福祉教育委員会 10/13・14
酒田駅前再開発事業 －山形県酒田市－

　酒田駅前のジャスコ跡地に令和４年７月に完成した
「交流拠点施設ミライニ」は、図書館、観光案内所、イ
ベント広場、駐車場、バス停留所等の公共施設と、ホテル、
レストラン、マンション等からなる複合施設。教育委員
会が全体を所管し、指定管理者が管理を行う。館内で演
奏会を開催するなど従来の
枠にとらわれない自由な運
営の図書館として、施設内
のホテル、レストランや広
場と連携するなど、さまざ
まな工夫をされていた。

中心市街地活性化基本計画 －山形県山形市－

　中心市街地の大型店の撤退が相次ぐ中、現在第３期の
中心市街地活性化基本計画に取り組んでいる。平成 31 
年に中心市街地の将来像を描く中心市街地グランドデザ
インを策定し、３年後にこれを改訂し新テーマ「歩くほ
ど幸せになるまち」のもとにさまざまなプロジェクトが
進められている。ウォーカブルなまちづくりを目指す点、
せせらぎを守り生かすまちづくりという点、さらには官
民一体となった公共空間の整備・活用という点で、三島
市のまちなかリノベーション計画とは多くの共通項を
持っており、中長期的視野を持った将来ビジョンの重要
性を示唆する事例であった。

食文化創造都市推進事業 －山形県鶴岡市－

　海、山、里の幸に恵まれ、だだちゃ豆など多くの在来
作物があるなど豊かな食文化を生かして平成 26 年に国
内初となるユネスコの食文化創造都市に認定。現在、令
和元年から５年間を計画期間とする「鶴岡食文化創造都
市推進プラン」を推進中で食文化の伝承・創造と共に産
業振興にも力を入れ、食文化を生かした交流人口の拡大
も図りつつ、食文化を柱にした地域づくりを進めている。
料理人の育成、料理人と生産者との連携促進、フードツー
リズムや交流イベント等、鶴岡ならではの政策が印象的。

経済建設委員会 10/12～14

空間を多目的に利用できるための工夫が今
後の公共施設の参考にもなると感じました。

地域部活動を推進するために、『求められれば
足を運んで説明する』市の担当課の姿勢が非常
に印象的でした。関係者・関係団体それぞれの
立場や思いを尊重し、丁寧に進めていくことが
重要と考えます。
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　三島市議会では、市民の皆さまに議会の活動をお知らせするため、年４回（5/1 号・8/1 号・11/1 号・
2/1 号）議会だよりを発行しています。
　令和５年度は、より市民の皆さまに議会を身近に感じていただけるよう、表紙写真を募集いたします。
　下記の応募要項をご確認のうえ、ぜひご応募ください！

・人物が明らかに特定できる写真の場合は、必ずご本人様の了承を得てから応募してください。
・編集上、トリミング加工やキャッチコピー、キャプションの挿入等を行う場合があります。
・応募作品は原則としてお返しできません。
・採用作品の著作権は応募者本人に帰属します。

 応募上の 
 注意事項 

・令和５年３月１日まで 締　　切 

三島市在住または三島市内に通勤・通学されている方。 応募資格 

 応募規定 応募者（撮影者）本人に著作権があり、未発表のもの。
※応募は１人３点まで。応募者 1 人につき１点までの採用となります。

※その他詳細は、市議会ホーム
ページに掲載しておりますの
で、そちらをご覧ください。

私がみつけた 三島の魅力テーマ

三島のまちがますます好きになる写真を募集します。
自然の風景や街中の写真でもOKです。

②郵送：氏名・電話番号・写真タイトル等の必要事項を応募用紙※に記入し、写真店などでプ
リントした L 版横構図の写真を三島市議会事務局へ直接持参、または郵送してください。

※応募用紙は、市議会ホームページからダウンロードしてください。
（郵送先） 〒 411-8666 三島市北田町 4-47 三島市議会事務局 宛

以下のいずれかの方法で応募してください。 応募方法 
①電子申請：右記の QR コード、または市のホームページから応募フォームに

アクセスし、必要事項をご記入のうえ、JPEG形式（５MB以内）の写真デー
タを登録してください。

表紙の柄は、三島柄を使用しています。

委 員 長：宮下	知朗
副委員長：沈　	久美
委　　員：甲斐	幸博
　		 村田	耕一
	 河野	月江
　		 佐藤	寛文

議会だより編集委員会
より幅広い世代の方に親しまれるよう

努力してまいります。

石井真人議員の
辞職について

令和４年 12月 11日に石井真人議員が同日
告示された三島市長選挙に立候補したことに
伴い、公職選挙法の規定に基づき、市議を辞
職したものとされました。

２月定例会のお知らせ

本会議は午後１時、常任委員会は午前10時からの開会予定です。日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
2/12 13 14 15 16 17 18

本会議
（議案審議）

19 20 21 22 23 24 25
本会議

（代表質問）
本会議

（代表質問）
26 27 28 3/1 2 3 4

常任委員会
（予算審査）

5 6 7 8 9 10 11
常任委員会
（予算審査）

本会議
（一般質問）

12 13 14 15 16 17 18
本会議

（一般質問予備日）
本会議

（議案審議）

あなたの写真を表紙に !! スマホでも !!
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